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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
本論文は、第一に、これまで給付を中心に議論されてきた家族政策に対して、養育訴
訟という視点から福祉国家の新たな切り口を提示し、家族政策の新たな方法を示したこ
とが高く評価される。第二に、養育訴訟の具体的ケースを素材にして、その背景を具体
的に記述した研究は、内外のスウェーデン研究にも存在しない。第三に、スウェーデン
の家族政策研究に依拠した日本の家族政策の特徴を明らかにし、改革のための道筋を明
示したことである。もちろん、歴史や文化の異なる社会を単純に比較しても、有効とは
言い難い。なぜ日本の家族政策は、スウェーデンの社会のように展開しないのかについ
ては、さらなる考察の余地が残されている。そのような課題が残されているが、本論文
が養育訴訟を素材にしてスウェーデンの家族政策研究に新たな展開を付加したことは間
違いない。 
以上により、審査委員会は本論文が博士（学術）の授与に値するものと認めた。 
  
 
